
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

（公財）仙台ひと・まち交流財団 令和5年 3月１日号 №224 

木町通市民センターだより 3月号  

〒980-0801 仙台市青葉区木町通１-7-36（木町通小学校ビル５階） 

電話 711-2561  FAX 212-4330 

開館時間 9:00～21:00  休館日 月曜日・祝日の翌日・年末年始 

ホームページ http://www.sendai-shimincenter.jp/aoba/kimachi/index.html 

 

木町通市民センターホームページでは、講座のお知らせ（チラシ・センターだより・ブログ）や施設利用の 

ご案内をしています。ぜひアクセスしてみてください。（http://www.sendai-shimincenter.jp） 

※新型コロナウイルスの感染状況により、中止または延期になる場合があります。ご了承ください。 

※頂いた個人情報は講座の運営以外には使用しません。 

市民センター使用料減免登録手続きはお済みですか？ 

施設の利用はできませんが、窓口で令和 5年度「市民センター使用料減免登録申請」を受付けています。 

      ◇手続きが行われない場合、令和５年６月以降の利用について減免されない場合があります。 

      ◇地域利用団体登録届出書を提出する場合は、減免登録申込書と合わせて提出してください。 

      ◇詳しくは窓口へお問い合わせください。 

～令和 5年度 木町通市民センター 老壮大学受講生募集～ 

 

◇開  講 日：５月 10日（水）10時～11時 30分 

はやぎコース：月１回（８・３月を除く）第２水曜日 10時～11時 30分 

けやきコース：月１回（８・３月を除く）第３水曜日 10時～11時 30分 

※2つのコースを同時にお申込みすることはできません。 

※申込受付終了後は受講コースを変更することはできません。 

◇定員・対象：各コース 50名・青葉区内にお住まいの概ね 60歳以上の方 

◇応募方法： 3月 31日(金) (消印有効) 往復はがきにて受付 

            または、直接窓口まで持参（上記同様往復はがきで） 

往信表面：仙台市青葉区木町通１丁目 7-36 木町通市民センター宛 

裏面：「住所・氏名
ふりがな

・電話番号・年齢・コース名」を記入 

返信表面：ご自身の住所と氏名を記入 

裏面：白紙 

◇学習内容：文学・歴史・健康・環境等様々なテーマについて学習します。 

 

2/8(水)木町通老壮大学の２コース合同閉講式を行いました。 

閉講式の前に尚絅学院大学教授 松田道雄先生に「『等話(とうわ)』 

で人生を生き生きと！」と題してお話をしていただき、 

受講生同士で『等
とう

話
わ

』を体験してもらいました。会話の花があち 

こちで咲いていて、みなさんとても楽しそうに『等話』で 

交流していました。【等話…平等に会話をすること】 

 閉講式では、各コースの代表の方が館長より修了証を受け取り、 

今年度の老壮大学全９回を終えました。１年間ありがとうございました。 

等話
と う わ

を体験！ 

修了証の授与 

令和 4年度 木町通老壮大学 閉講式 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

         

 

 
  

3 月の窓口業務 3 月の個人使用日 

5 月分 抽選確定 … 3／2(木）～3／9（木） 

5 月分 空室申込受付 … 3／10(金)～ 空調工事による休館中のため 

使用できません。 

6 月分 抽選申込受付…3／16(木)～3／31(金) 

休館日 6 日(月)・13 日(月)・20 日・22日（水）・27 日(月) 

「人と人のつながりのなかで 

まちをみる」 

青空編集室 西大立目祥子さん 

1/22 子ども参画型創造支援事業 成果報告会 が行われました 

仙台市の市民センターの子ども・若者・大人事業の成果報告会が生涯学習支援センターで行われ、 

ステージ発表では全区の代表が各々の活動を発表し、一年間の集大成を披露しました。 

当館からは、子ども参画型創造支援事業「北三番丁公園で遊ぼう！」の活動をポスターで展示し、 

企画員の活動を多くの方々に知って頂ける良い機会となりました。 

参加した企画員は、様々な館の活動を見て来年以降も子ども事業に携わりたいと話してくれました。 

子ども事業に興味のある方は、 

ぜひ市民センターまでお問い合わせください。 

1/21（土）木町通クリエイターズ 

シンポジウム「まちの風景と物語をさがす」を開催しました！ 
 

開催 5 年目を迎えた講座の集大成として、4 人のパネリストからお話を伺い、ディスカッションでは

参加者も交えて、これからのまちの風景を敏感に感じ取ることの大切さなど、意見交換を行いました。 

「木町通クリエターズに参加して」 

高倉 悠樹さん 

「今昔写真で知るまちの物語」 

風の時編集部 佐藤 正実さん 

「北鍛冶町界隈について」 

元祖仙台駄菓子本舗 熊谷屋 

10 代目 熊谷 典博さん 

講座 

レポート 

 

実際に地元で生まれ育った

方ならではのエピソードを聞く

ことができた。 

 

 

些細なことを大切にする 

気持ちに感動した。 

20代の若い視点からの

話が生き生きとしていた。  

どんなに街並みが変わろうと 

人とのつながりを途絶えることが 

ないよう努めなければならない。 

 

単に写真とはいえ、

ストーリーがあると 

知った。 

・各々の異なる視点からの話が面白かった。 

・新たな気付きを感じ取ることができました。 

・文化など、よく考える機会になった。 

参加者 

から 

講座の取組を小冊子にまとめて

います。完成しましたらお知らせ

いたしますのでご覧ください。 


